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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月19日(2014.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記工程Ｂ～Ｄにおける伏目処理用編目列は、１段以上であり、好ましくは２段以上、
４段以下である。この伏目処理用編目列の段数は、工程Ｂ～Ｄの途中で増減しても良い。
各伏目処理用編目列は、表目のみからなっても良いし、裏目のみからなっても良いし、表
目と裏目とが混在していても良い。例えば、各工程で複数段の伏目処理用編目列を編成す
る場合、ウエール方向に隣接する伏目処理用編目列のうち、一方は表目（あるいは裏目）
で統一し、他方は裏目（あるいは表目）で統一する。その他、表目・裏目の形成やミス編
成、タック編成を組み合わせて、伏目処理用編目列を編成しても良く、そうすることで、
帯状編地部に組織柄を形成することもできる。なお、ここでいう『表目』は、筒状編地を
筒の外側から見たときの編目の状態を指す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　一方、本発明筒状編地は、少なくとも前後一対の針床と、それら針床の編針に編糸を給
糸する給糸口とを有し、かつ当該編針に係止される編目を別の編針に目移しが可能な横編
機を用いて、筒状に編成された一側編地部および他側編地部のウエール方向端部の編目が
伏目処理された筒状編地である。この本発明筒状編地では、前記一側編地部と他側編地部
のウエール方向端部の編目は、一側編地部から他側編地部に亘って筒状に周回する帯状編
地部により伏目処理されている。そして、その帯状編地部の始端部と終端部とが、終端部
に繋がる編糸により接合されていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
【図１】実施形態に示すセーターの衿部の端部を伏目処理する手順を示す編成工程のイメ
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ージ図であって、（Ａ）は伏目処理の開始時の状態、（Ｂ）は衿部を周回状に伏目処理す
る途中の状態、（Ｃ）は伏目処理を終了する直前の状態を示す。
【図２】伏目処理の開始時における編成工程の前半部分を示す編成工程図である。
【図３】伏目処理の開始時における編成工程の後半部分を示す編成工程図である。
【図４】伏目処理を後針床から前針床に移行する際の編成工程図である。
【図５】伏目処理の終了時における編成工程の前半部分を示す編成工程図である。
【図６】伏目処理の終了時における編成工程の後半部分を示す編成工程図である。
【図７】実施形態に示す編成工程に従って編成されたセーターの衿部の拡大写真を示す図
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図１に、セーター１００の衿部３０を編成した状態から、その衿部３０のウエール方向
端部を伏目処理するための編成工程に係るイメージ図を示す。まず、図１（Ａ）に示すよ
うに、針床に係止される衿部３０の前編地部１０と後編地部２０の編幅方向の外側に、同
一の編糸からなる複数の掛け目を形成する。それら複数の掛け目の半分は、衿部３０の最
終コースの編目の伏目処理を開始する際に利用される始端部０となり、残りは、伏目処理
を完了する際に利用される接続部９となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　次に、図１（Ｂ）に示すように、始端部０（ベース部１）のウエール方向に続く伏目処
理用編目列（下段編目列）２と、その下段編目列２のウエール方向に続く伏目処理用編目
列（上段編目列）３を形成する。そして、上段編目列３を構成する複数の編目のうち、い
ずれかを後編地部（一側編地部）２０の端部の編目、即ち、衿部３０の編目に重ね合わせ
、その重ね目を含む上段編目列３を新たなベース部１として規定し直す。以降は、ベース
部１のウエール方向に続く下段編目列２と上段編目列３を編成することと、上段編目列３
のいずれかの編目を後編地部２０の編目に重ねることと、上段編目列３をベース部１とし
て規定し直すことと、を繰り返し、後編地部２０のウエール方向端部の編目を伏目処理し
ていく。後編地部２０について伏目処理が終われば、処理方向を反転させ、前編地部（他
側編地部）１０についても同様の編成を行う。そうすることで、衿部３０の編目を伏目処
理しつつ、その衿部３０の縁に帯状編地部４が編成されていく。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　Ｕ６では、Ｕ４、Ｕ５において形成した上段編目列（帯状編地部４の終端部）３を、前
編地部１０の最後の編目に向かって移動させ、当該最後の編目と、上段編目列３の紙面左
側端部の編目とを重ね合わせる。続くＵ７では、ＦＢの編針Ａ，Ｃ，Ｅに係止される接続
部９を構成する掛け目を対向するＢＢの編針Ａ，Ｃ，Ｅに目移しする。そして、Ｕ８では
、Ｕ６において形成したＢＢの編針Ｇの重ね目に続く編目を編成すると共に、Ｕ７におい
てＢＢの編針Ｅに目移しされた掛け目に続く編目を編成し、上段編目列３と接続部９の一
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部を、上段編目列３と接続部９の境界部で接続する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
１００　セーター
　１０　前編地部（他側編地部）　２０　後編地部（一側編地部）
　３０　衿部
０　始端部
１　ベース部
２　下段編目列（伏目処理用編目列）
３　上段編目列（伏目処理用編目列）
４　帯状編地部
９　接続部
　Ａ～Ｚ，Ａ´　編針
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